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ま　え　が　き

　「アラブの春」と称される政治変動は，アラブ諸国の国内政治と社会のあ

り方はもとより，地域をめぐる政治状況に多大な変化と混乱をもたらした。

情勢が混迷を深めるなかで際立ったのは，アラブ君主制 ₈ カ国（サウジアラ

ビア，クウェート，バハレーン，カタル，アラブ首長国連邦［UAE］，オマーン，

ヨルダン，モロッコ）の体制の安定性であった。本書は，アラブ君主制諸国

が示した政治変動に対する耐性に着目し，体制の安定性が維持されているメ

カニズムの解明をめざしたものである。

　アラブ君主制の存続と崩壊は，サミュエル・ハンティントンが近代化とと

もに君主制が直面する「国王のジレンマ」問題を論じて以来，中東政治研究

において主要なテーマのひとつである。伝統的な宗教や部族社会の紐帯に着

目した文化的アプローチや，国王の超越性や国家と社会の関係に着目した制

度的アプローチ，石油や外国からの援助などのレント収入や政治的な地位・

権力など恩恵の配分に着目した資源配分アプローチに整理される多様な観点

から分析がなされ，政治体制の存続と崩壊を分ける要因やメカニズムの解明

が進んでいる。しかし，そこに君主制ならではの特性を見いだすことは難し

い。

　君主制ならではの特性を浮き彫りにするために，本書は，複合的なアプ

ローチを採用し，君主が主張する統治の正統性原理と，それに対する国民か

らの主体的な受容のあり方に焦点を当てている。国民と君主をつなぐ多様な

チャンネルに着目し，君主制の枠組みのなかで，国民が主体的に関与し得る

制度について検討し，国民が君主制にいかなる存在意義を見いだしているの

かを明らかにするとともに，君主制の安定性について分析するための新たな

独立変数ないし媒介変数を提示したい。



ii

　本書の章立ては，それぞれの君主制において統治の正統性原理を特徴づけ

ている君主と国民をつなぐ主要なチャンネルが，近代的な諸制度によって公

式に制度化された事例から，よりインフォーマルな，伝統的・宗教的な権威

によって特徴づけられる比重が大きい事例へと配されている。編集上カタル

を含めることができなかったのは悔やまれるが，分析の方向性・進め方とし

てめざした編者のねらいに沿ったものである。

　本書は，アジア経済研究所において2014年度から2015年度にわたって実施

された「アラブ君主制国家の存立基盤」研究会の最終成果である。研究会の

実施から本書の出版に至るまで，多くの方々にお世話になった。研究会では，

京都大学教授の玉田芳史氏，放送大学教授の原武史氏，サウジアラビアのフ

ァイサル王立イスラーム研究センター上席研究員のジョセフ・ケシェシェア

ン（Joseph Kéchichian）氏より，事例研究の方法論や分析視角について貴重な

講義と教示をいただいた。モロッコでの合同調査では，ムハンマド ₅世大学

教授のサルワ・ゼルフーニー（Saloua Zerhouni）氏とアハワイン大学准教授

のドリス・マグラーウィー（Driss Maghraoui）氏らの研究グループとの意見

交換を行い，成果の取りまとめにあたって有益な示唆を得ることができた。

ここに改めて感謝の意を表したい。また，内部および外部査読者，編集の井

村進氏と宮坂綾子氏には丁寧に原稿を読んでいただき，具体的かつ建設的な

ご指摘を多数いただいた。ここに記して感謝したい。

　最後に，本研究会の土台となった若手研究者の勉強会を勧めてくださった

防衛大学校名誉教授の立山良司氏と，研究会に参加いただき，毎回活発な議

論を展開してくださった委員とオブザーバーの皆様方に深く感謝したい。

　

2017年 ₇ 月

編　者
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102, 126, 133, 135

　―変動→アラブの春を見よ
聖者崇敬　114, 115
聖地管理　21, 135-138, 149, 155
政党　18, 27, 38, 49, 57, 110, 114, 133, 144, 
163

　―制（複数政党制）　19, 111-113
　―政治　27
　―内閣制（議院内閣制）　5, 21, 27
正統性　10-16, 20-23, 28-31, 33, 35, 36, 

43, 47, 48, 62, 77, 101, 115, 117, 134, 
137, 149-151, 155, 158, 159, 162, 163

　―原理　20, 86, 152, 153, 155
　イスラーム的―　21, 111, 112, 114, 
137

制度的アプローチ　6, 8, 10, 22, 29
征服王朝　21, 149, 153, 162
聖モスク　151, 155, 157-160, 163
石油
　―資源　4, 7, 8, 18, 19, 22, 35, 68, 83, 

99, 127, 160
　―価格　43, 45, 152, 158, 160, 161
　―収入　23, 33, 54, 150, 152
説明責任　35, 36, 47
選挙　6, 20, 23, 27, 28, 31-35, 38, 40, 42, 
43-49, 53, 56-58, 62, 68, 100, 109, 
111-113, 120-122, 133, 141, 159, 163

想像の共同体　69

【た行】

ダール・アル＝イッティハード（連邦の
家）　91

第一次世界大戦　21, 132, 133, 136
第一次中東戦争　136, 138
第三次中東戦争　136, 139, 145
体制転換　6, 8, 12, 22, 53, 54, 67, 102
チャンネル　3, 11-15, 22, 23, 29, 30, 62, 
150, 163

　インフォーマルな―　5, 6, 20, 23, 38, 
47

　公式な―　20, 29, 151, 159
　政治的―　88, 96, 103, 104
中間層　37, 38, 40, 44, 45, 84, 86, 103
忠誠（忠誠心）　72, 73, 78, 89, 90, 110, 
125

　―の誓い→バイアを見よ
　―（の）表明　20, 49, 67, 79, 84, 91, 

95, 96, 99, 101, 103, 104
チュニジア　4, 53, 84, 85, 109, 142
徴兵制　18, 89, 105
勅令（王令，ザヒール，首長令）　28, 33, 

49, 57, 113, 118, 123, 128, 141, 156
テクノクラート　28, 103
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デモ（抗議運動 , 抗議活動）　4-6, 18, 19, 
53, 54, 67, 78-80, 109, 122, 125, 142, 
161

伝統
　―的支配　11, 31, 88, 134, 150, 159, 
161, 162

　―舞踊　93, 94, 96, 99
　―文化　9, 88, 94
　イスラーム的―　153
　創られた―　15
統治基本法→憲法を見よ
ドファール反乱　71, 72
取り込み（コオプテーション）　9, 23, 28, 
44, 49, 54, 67-73, 79, 102, 114, 122, 
156, 157, 162

【な行】

ナジュド　19, 152, 154-156, 159
ナショナリズム　118, 139
ナセル主義　152, 153
西サハラ問題　18, 19, 120-123
二聖都の守護者　21, 149-151, 153-155, 

157, 158, 162, 163
ネイション・ビルディング（国民［意識
の］形成）　7, 14, 21, 31, 76, 89, 99, 
105, 112, 113, 125, 126, 134, 135, 138, 
139, 151, 154

【は行】

ハーシム家　17, 133, 136, 137, 144, 156
バイア（忠誠の誓い）　16, 17, 20, 21, 107, 
111, 112, 116-126, 128

発展改革会派　39, 45
バハールナ　54, 55
バハレーン　3, 4, 6, 16, 18, 20, 91
　―解放イスラーム戦線　56
バラカ　115, 116, 127, 128
ハラム・アッシャリーフ　136-138
ハリーファ家　16, 54-56, 64
パレスチナ　19, 134, 136, 138, 139, 143, 
145

　―解放機構　139

反体制派　4, 54, 57
ヒジャーズ　19, 133, 150, 152, 155-157, 
159-163

　―解放党　157
　―祖国党　152, 155
秘密警察　102
ブーサイード朝　16, 70, 73
部族
　―会議（集会）　6, 14, 38, 95, 96, 98 
99, 101, 102, 106

　―行進（統一の行進）　93, 101
　―社会　4-6, 8, 9, 22, 58, 72, 77, 78, 
151, 152

　―祝賀広告　96-99, 101
　―長　37, 38, 47, 48, 60-63, 65, 72, 
74-79, 87, 103, 118

　―連合　70, 106
フランス　113, 133
　―保護領　17, 110, 117, 118, 123, 128
文化的アプローチ　6, 8-10, 22, 29
文化復興政策　89
分断統治（論）　23, 28, 29, 44, 68, 128
分配政策　35, 47
ベドウィン→遊牧民を見よ
ヘリテージ・ヴィレッジ　89, 94, 99, 105
ベルベル勅令　118
包括性　20, 62
ポリアーキー　20, 62

【ま行】

マグリブ　114, 117, 127, 128
マジュリス　18, 20, 54, 58-65, 87
マッカ　136, 149, 150, 155-158, 160, 163
マディーナ　73, 136, 149, 150, 155, 157, 
158, 160, 163

マラブー　115, 125, 128
民主化　4, 34, 57, 68, 103, 107, 133
民主主義（民主制）　5, 27, 31, 34, 35, 48, 

58, 62, 64, 112, 133, 135
ムスリム同胞団　37-39, 83, 84, 100, 104, 
133, 152

メディア　28, 42, 49, 60-62, 75, 84, 96, 99, 
118, 122, 125, 154, 161
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モロッコ　3, 5, 7, 8, 11, 17, 19-21, 93, 135

【や行】

野党　6, 27, 28, 30, 31, 33-38, 40, 42-48, 
102

遊牧民（ベドウィン）　19, 58, 59, 76, 138
ヨルダン　3, 7, 8, 11, 17, 19, 21, 127
　―第一主義　139
　トランス―　19, 133, 138, 139

【ら行】

ラマダーン　16, 18, 19, 60, 64, 65, 90, 103, 
105

リーダーシップ　11, 154
リーフ戦争　123
立憲君主制　53, 54, 56, 62, 113, 140, 150, 
163

立憲主義　21, 34, 35, 135, 140
立法権　5, 18, 19, 29, 32, 34, 57, 68, 102, 
114, 140

リンチピン君主制　8, 15, 16, 68, 132, 142
ルネッサンス［オマーン］　76
レンティア国家論　7, 29, 54, 84, 111, 127, 

132, 152
レント　7-9, 15-18, 22, 23, 29, 35, 36, 54, 
62, 67, 72, 83, 111, 127, 132, 150, 153, 
162

【わ行】

若者（若年層）　4, 43-45, 59, 63, 78, 79, 
99, 160, 161, 163

ワクフ・イスラーム宗務省（ワクフ省）
136, 138

ワッハーブ
　―家→シャイフ家を見よ
　―主義　21, 152-156
　―派　149, 162, 163
湾岸諸国　4, 6-8, 53, 54, 56, 59, 67, 86, 
103, 107, 127

湾岸戦争　27, 29, 34, 35, 38, 46, 131
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「研究双書」シリーズ
（表示価格は本体価格です）

630
アラブ君主制国家の存立基盤 「アラブの春」後も体制の安定性を維持して

いるアラブ君主制諸国。君主が主張する統治
の正統性と，それに対する国民の受容態度に
焦点を当て，体制維持のメカニズムを探る。

　
石黒大岳編 2017年　172p.　2,700円

629
アジア諸国の女性障害者と複合差別 国連障害者権利条約は，独立した条文で，女性障害

者の複合差別の問題を特記した。アジア諸国が，こ
の問題をどのように認識し，対応する法制度や仕
組みを構築したのか，その現状と課題を考察する。

人権確立の観点から
小林昌之編 2017年　246p.　3,100円

628
ベトナムの「専業村」 ベトナムでは1986年に始まる経済自由化により，

「専業村」と呼ばれる農村の製造業家内企業の集積
が形成された。ベトナム農村の工業化を担う専業
村の発展の軌跡をミクロ・マクロ両面から追う。

　
坂田正三著 2017年　179p.　2,200円

627
ラテンアメリカの農業・食料部門の発展 途上国農業の発展にはバリューチェーンの統合が

カギを握る。ペルーを中心としたラテンアメリカ
の輸出向け青果物やブロイラーを事例として，生
産性向上と付加価値増大のメカニズムを示す。

バリューチェーンの統合
清水達也著 2017年　200p.　2,500円

626
ラテンアメリカの市民社会組織 労働組合・協同組合・コミュニティ組織・キリスト教集団をはじめ、

ラテンアメリカでは様々な市民社会組織がみられる。コーポラテ
ィズム論や代表制民主主義論を手掛かりに、近年のラテンアメリ
カ 5カ国における国家とこれらの組織の関係性を分析する。

継続と変容
宇佐見耕一・菊池啓一・馬場香織共編 2016年　265p.　3,300円

625
太平洋島嶼地域における国際秩序の変容と再構築 21世紀以降，太平洋をめぐり地政学上の大変動が起きている。島嶼

諸国・ANZUS(豪，NZ，米 )・中国などの新興勢力による三者間の
パワーシフトと合縦連衡の関係について，各分野の専門家により実
証的に分析。現代オセアニアの国際関係を考えるための必読書。黒崎岳大・今泉慎也編 2016年　260p.　3,300円

624
「人身取引」問題の学際的研究 人身取引問題は開発問題の底辺にある問題である。

国際的アジェンダとなった人身取引問題という事
象を，法学，経済学，国際関係論という複数のア
プローチから包括的かつ多角的に分析する。

法学・経済学・国際関係の観点から
山田美和編 2016年　164p.　2,100円

623
経済地理シミュレーションモデル 空間経済学に基づくアジア経済研究所経済地

理シミュレーションモデル（IDE-GSM）に
ついての解説書。モデルの構造，データの作
成，パラメータの推定，分析例などを詳説。

理論と応用
熊谷聡・磯野生茂編 2015年　182p.　2,300円

622
アフリカの「障害と開発」 「障害と開発」という開発の新しいイシューを，アフ

リカ大陸の 5つの地域・国と域内協力について論じた。
SDGsでアフリカの開発を念頭に置く際に，障害者た
ちの問題を取り残さないために必要な課題を整理。

SDGsに向けて
森壮也編 2016年　295p.　3,700円

621
独裁体制における議会と正当性 独裁者（独裁政党 )が議会を通じていかに正当性を

獲得し，体制維持を図っているのか。中国，ラオス，
ベトナム，カンボジアの 4カ国を事例に，独裁体制
が持続するメカニズムの一端を明らかにする。

中国，ラオス，ベトナム，カンボジア
山田紀彦編 2015年　196p.　2,400円

620
アフリカ土地政策史 植民地化以降，アフリカの諸国家はいかに土

地と人々を支配しようとしたのか。独立や冷
戦終結は，その試みをどう変えたのか。アフ
リカの国家社会関係を考えるための必読書。武内進一編 2015年　275p.　3,500円

619
中国の都市化 都市化に伴う利害の衝突がいかに解決されるかは，その都市また

は国の政治のあり方に大きく影響する。本書は，中国の都市化過
程で，異なる利害がどのように衝突し，問題がいかに解決される
のかを政治学と社会学のアプローチで考察したものである。

拡張 ,不安定と管理メカニズム
天児慧・任哲編 2015年　173p.　2,200円

618
新興諸国の現金給付政策 新興諸国等において貧困緩和政策として新た

な現金給付政策が重要性を増している。本書
では，アイディアや言説的要因に注目して新
たな政策の形成過程を分析している。

アイディア・言説の視点から
宇佐見耕一・牧野久美子編 2015年　239p.　2,900円
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